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1.  平成21年6月期第1四半期の連結業績（平成20年7月1日～平成20年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年6月期第1四半期 9,443 ― 441 ― 376 ― △527 ―

20年6月期第1四半期 10,536 146.2 97 △90.2 37 △96.1 △151 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年6月期第1四半期 △3,307.76 ―

20年6月期第1四半期 △959.26 ―

(2) 連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年6月期第1四半期 40,873 9,349 10.0 25,755.13

20年6月期 40,057 9,716 12.0 30,066.49

（参考） 自己資本  21年6月期第1四半期  4,107百万円 20年6月期  4,791百万円

2.  配当の状況
1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年6月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

21年6月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年6月期（予想） ――― 0.00 ― 0.00 0.00

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無

3.  平成21年6月期の連結業績予想（平成20年7月1日～平成21年6月30日）
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 19,350 ― 1,500 ― 1,360 ― △300 ― △1,779.62

通期 42,350 7.0 3,950 ― 3,660 ― 500 ― 2,834.29

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無

4.  その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】　４．その他　をご覧ください。

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】　４．その他　をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年6月期第1四半期 159,503株 20年6月期 159,358株

② 期末自己株式数 21年6月期第1四半期 10株 20年6月期 10株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年6月期第1四半期 159,359株 20年6月期第1四半期 158,452株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　１．本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、３ページ【定性的情
報・財務諸表等】　３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。なお、１株当たり当期純利益は、平成20年10月27日付けの(株)イーコンテクストとの合併による
普通株式の増加等を勘案した、予想期中平均株式数により算出しております。
　２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針
第14号）を適用しております。又、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。
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定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

 

当社グループは、当第１四半期連結会計期間から事業の種類別セグメントを変更しており、以下は変更後のセグメ

ントにより記載しております。なお、変更の内容につきましては、「５．四半期連結財務諸表　(５)セグメント情

報」に記載のとおりであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的な金融不

安による株価下落、原油価格の高騰による企業収益や個人消費の低迷等により、景気の先行きについて不透明感が

更に強まる展開となりました。一方で、当社を取り巻くインターネット及びブロードバンド関連の環境につきまし

ては、平成20年６月末時点でブロードバンド契約数が2,900万を超えるなど、若干鈍化傾向にあるものの継続的な拡

大基調にあります。

　このような状況の下、連結子会社㈱創芸（平成20年11月１日より㈱ＤＧコミュニケーションズに社名変更）が不

動産不況の影響で減収となったため、当社グループの連結売上高は9,443百万円(対前年同期比1,093百万円減、同

10.4％減)となりましたが、同㈱カカクコムの業績の更なる向上に加え、前連結会計年度に行った赤字子会社の整理

等の効果もあり、営業利益は441百万円(対前年同期比343百万円増、同350.9％増)、経常利益は376百万円(対前年同

期比338百万円増、同898.2％増)と好調に推移致しました。しかしながら、一部連結子会社が保有する投資有価証券

のうち時価が著しく下落したものについて、特別損失として投資有価証券評価損258百万円の計上を行ったことなど

により、四半期純損失は527百万円(前年同期は四半期純損失151百万円)となりました。

　　なお、前年同期比は、参考として記載しております。

　　事業の種類別セグメントの業績は、以下のとおりです。

［ソリューション事業］

　ソリューション事業におきましては、不動産広告に特化した広告代理店である連結子会社㈱創芸については、昨

今の不動産不況の中、厳しい外部環境が続きました。また、同㈱イーコンテクストにおきましては、本業は堅調に

推移したものの、当社との合併に向けた一時的な統合費用が発生致しました。一方で、WEBマーケティング・ソリュー

ションを提供する同㈱ＤＧメディアマーケティングにつきましては、クライアント企業からROI重視の提案力が評価

され、平成18年３月の設立以来初めて黒字化致しました。

　これらの結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は7,075百万円、営業利益は12百万円となりました。

［ポータル／ブログ事業］

　ポータル／ブログ事業におきましては、連結子会社㈱カカクコムにおいて、購買支援サイト『価格.com』のみな

らず、レストランのクチコミサイト『食べログ.com』、旅行のクチコミサイト『フォートラベル』等、複数のサイ

トが月間利用者及びページビュー数を伸ばし、引き続きセグメントの業績を牽引致しました。

　これらの結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は2,237百万円、営業利益は728百万円となりました。

［インキュベーション事業］

　インキュベーション事業におきましては、一部の投資先について、インキュベーションの成果としての一部売却

を行い利益確保に努めましたが、一方で昨今の国内株式市場の低迷を受け、保有する時価の無い営業投資有価証券

について保守的な評価を行い、92百万円の評価損を売上原価に計上致しました。

　これらの結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は128百万円、営業損失は71百万円となりました。

２．連結財政状態に関する定性的情報

① 資産、負債及び純資産の状況

(流動資産)

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は前連結会計年度末に比べて1,185百万円増加し、31,040百

万円となりました。この主な要因は、連結子会社㈱イーコンテクストの決済事業等に係る未収入金が431百万円減少

した一方で、同決済事業並びに外国為替証拠金取引事業に係る金銭の信託が1,876百万円増加したことによるもので

あります。

(固定資産)

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は前連結会計年度末に比べて369百万円減少し、9,832百万

円となりました。この主な要因は、投資有価証券が評価損の計上等により372百万減少したことによるものでありま
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す。

(流動負債)

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は前連結会計年度末に比べて2,851百万円増加し、30,486百

万円となりました。この主な要因は、法人税の支払等により未払法人税等が696百万円減少した一方で、短期借入金

が3,100百万円増加したことによるものであります。

(固定負債)

　当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は前連結会計年度末に比べて1,667百万円減少し、1,037百

万円となりました。この主な要因は、長期借入金が返済等により1,630百万円減少したことによるものであります。

(純資産)

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は前連結会計年度末に比べて367百万円減少し、9,349百万円

となりました。この主な要因は、連結子会社の利益計上による純資産の増加等に伴い少数株主持分が315百万円増加

した一方で、四半期純損失の計上により利益剰余金が527百万円減少したこと、及び上場有価証券の時価評価等に

伴って、その他有価証券評価差額金が163百万円減少したことによるものであります。

② キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、11,109百万円と前連結会計年度末と比べ157百万円

（1.4％）の増加となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、△611百万円となりました。これは主

に税金等調整前四半期純利益181百万円に加え、投資有価証券評価損258百万円、のれん償却額154百万円といった非

資金支出費用項目、並びに売上債権の減少に伴う資金の増加が351百万円あった一方で、連結子会社㈱イーコンテク

ストの決済業務等に係る預り金の減少に伴う資金の減少が389百万円、未払消費税等の支払額が165百万円、並びに

法人税等の支払額が1,019百万円あったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、△379百万円となりました。これは主

に有形及び無形固定資産の取得による支出が、それぞれ55百万円、58百万円あったこと、並びに貸付による支出が

315百万円あったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、1,155百万円となりました。これは主

に長期借入金の返済による支出が2,020百万円あった一方で、短期借入による収入が純額で3,100百万円あったこと

によるものであります。

３．連結業績予想に関する定性的情報

　　平成21年６月期の第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成20年10月29日に発表致しま

した連結業績予想に変更はありません。

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はありません。　

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　　１．簡便な会計処理

① 固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。　

② 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用しております。
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　　２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

　　該当事項はありません。　

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

① 四半期財務諸表に関する会計基準の適用

　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

② 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として個別法による原価法によっておりましたが、

当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５

日）が適用されたことに伴い、主として個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法）により算定しております。

  これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微であります。

③ リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって

おりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第

一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４

月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、

当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。

また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐

用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

  なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借

取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

  これによる損益に与える影響はありません。
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,743,958 9,898,492

金銭の信託 6,307,678 4,431,418

受取手形及び売掛金 9,030,103 9,379,461

営業投資有価証券 1,647,606 1,730,527

投資損失引当金 △579,941 △491,441

仕掛品 281,018 147,029

原材料及び貯蔵品 4,679 6,018

繰延税金資産 118,351 200,378

未収入金 3,160,150 3,591,293

その他 1,375,057 1,017,198

貸倒引当金 △47,878 △55,373

流動資産合計 31,040,783 29,855,003

固定資産   

有形固定資産 419,742 408,865

無形固定資産   

ソフトウエア 908,835 936,407

のれん 5,805,309 5,956,003

その他 17,068 17,977

無形固定資産合計 6,731,214 6,910,388

投資その他の資産   

投資有価証券 819,890 1,192,646

長期貸付金 4,671 5,791

繰延税金資産 6,126 5,159

その他 1,879,368 1,703,086

貸倒引当金 △28,184 △23,443

投資その他の資産合計 2,681,872 2,883,241

固定資産合計 9,832,828 10,202,495

資産合計 40,873,611 40,057,499
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,222,752 7,249,152

短期借入金 8,900,012 5,800,000

1年内返済予定の長期借入金 2,020,000 2,410,000

1年内償還予定の社債 360,000 376,000

未払法人税等 349,399 1,045,775

賞与引当金 155,652 265,086

その他の引当金 36,990 139,615

預り金 10,382,155 9,143,489

その他 1,059,870 1,206,627

流動負債合計 30,486,834 27,635,747

固定負債   

社債 420,000 440,000

長期借入金 － 1,630,000

繰延税金負債 64,731 69,739

退職給付引当金 501,676 504,939

その他 51,238 60,217

固定負債合計 1,037,646 2,704,897

負債合計 31,524,480 30,340,644

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,835,604 1,831,833

資本剰余金 4,178,561 4,174,790

利益剰余金 △1,464,897 △937,772

自己株式 △1,921 △1,921

株主資本合計 4,547,346 5,066,929

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △439,583 △275,894

評価・換算差額等合計 △439,583 △275,894

新株予約権 4,071 4,071

少数株主持分 5,237,296 4,921,748

純資産合計 9,349,131 9,716,854

負債純資産合計 40,873,611 40,057,499
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 9,443,038

売上原価 6,234,844

売上総利益 3,208,194

販売費及び一般管理費 2,766,460

営業利益 441,734

営業外収益  

受取利息 14,562

受取配当金 1,358

その他 3,512

営業外収益合計 19,433

営業外費用  

支払利息 57,073

その他 27,506

営業外費用合計 84,579

経常利益 376,588

特別利益  

持分変動利益 72,547

特別利益合計 72,547

特別損失  

固定資産除却損 125

投資有価証券評価損 258,442

持分変動損失 9,413

特別損失合計 267,980

税金等調整前四半期純利益 181,155

法人税、住民税及び事業税 333,991

法人税等調整額 76,052

法人税等合計 410,044

少数株主利益 298,236

四半期純損失（△） △527,124
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 181,155

減価償却費 32,746

ソフトウエア償却費 96,353

のれん償却額 154,284

受取利息及び受取配当金 △15,921

支払利息 57,073

為替差損益（△は益） 3,927

支払手数料 14,238

持分変動損益（△は益） △63,134

投資有価証券評価損益（△は益） 258,442

売上債権の増減額（△は増加） 351,479

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 44,934

投資損失引当金の増減額（△は減少） 88,500

たな卸資産の増減額（△は増加） △132,649

未収入金の増減額（△は増加） 431,075

仕入債務の増減額（△は減少） △27,881

未払金の増減額（△は減少） △2,613

未払消費税等の増減額（△は減少） △165,849

預り金の増減額（△は減少） △389,859

その他 △475,644

小計 440,657

利息及び配当金の受取額 14,344

利息の支払額 △46,935

法人税等の支払額 △1,019,691

営業活動によるキャッシュ・フロー △611,624

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △55,195

無形固定資産の取得による支出 △58,502

投資有価証券の取得による支出 △1,443

関係会社株式の取得による支出 △13,350

貸付けによる支出 △315,000

貸付金の回収による収入 64,996

敷金及び保証金の差入による支出 △1,497

敷金及び保証金の回収による収入 498

その他 456

投資活動によるキャッシュ・フロー △379,038
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（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 10,030,012

短期借入金の返済による支出 △6,930,000

長期借入金の返済による支出 △2,020,000

社債の償還による支出 △36,000

株式の発行による収入 7,530

少数株主からの払込みによる収入 122,477

少数株主への配当金の支払額 △18,393

その他 △484

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,155,143

現金及び現金同等物に係る換算差額 △285

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 164,195

現金及び現金同等物の期首残高 10,951,418

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △6,232

現金及び現金同等物の四半期末残高 11,109,381
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　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）セグメント情報

ａ．事業の種類別セグメント情報

 

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

 （単位：千円）

 
ソリュー
ション事業

ポータル／ブ
ログ事業

インキュベー
ション事業

計
消去又は
全社

連結

　  売上高       

(1) 外部顧客に対する売

上高
7,075,895 2,237,876 128,540 9,442,312 725 9,443,038

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高
50,243 50,130 ― 100,373 (100,373) ―

計 7,126,139 2,288,006 128,540 9,542,686 (99,647) 9,443,038

営業利益又は

営業損失(△)
12,990 728,928 △71,943 669,975 (228,241) 441,734

※１　事業区分の方法

事業は、サービスの内容及び特性を考慮して区分しております。

※２　各区分の主なサービス

(1) ソリューション事業

　総合広告代理業、プロモーションを中心とした企画構築から制作・製造管理・運営代行業務等の企業のマー

ケティング活動支援サービス、グループメディアの指定代理店ビジネス、インターネット及びEコマース等のシ

ステム設計・開発・運用、ソフトウェアの販売、各種クリエイティブ制作等、並びにコンビニエンスストアを

中心としたEコマース等の決済・物流業務。

(2) ポータル／ブログ事業

　インターネットにおける価格比較サイト「価格.com」、レストランのクチコミサイト「食べログ.com」、イ

ンターネット宿泊予約サイト「yoyaQ.com」、旅行のコミュニティポータルサイト「フォートラベル」、及びブ

ログ検索ポータルサイト「テクノラティジャパン」等の企画及び運営、CGMを活用した広告商品開発、並びに第

三世代(3G)携帯電話に向けたモバイルコンテンツの提供、外国為替証拠金取引業務、並びに保険代理店業務。

(3) インキュベーション事業

　ベンチャー企業への投資・育成を中心とした事業戦略支援型ベンチャー・インキュベーション事業、及び投

資事業組合財産の管理運営業務。 

(事業区分の変更)

従来、事業区分は「ソリューション事業」、「ポータル／ブログ事業」、「ファイナンス事業」、「インキュ

ベーション事業」に区分しておりましたが、当第１四半期連結累計期間より、「ファイナンス事業」に含めてお

りましたEコマース等の決済・物流業務を「ソリューション事業」に、外国為替証拠金取引業務及び保険代理店

業務を「ポータル／ブログ事業」に統合し、「ソリューション事業」、「ポータル／ブログ事業」、「インキュ

ベーション事業」の３区分に変更しております。

この変更は平成20年10月27日を合併期日とする連結子会社㈱イーコンテクスト等との企業再編、並びに一部連

結子会社の異動等を契機として、今後のグループ全体の事業戦略等を踏まえた見直しを行った結果、顧客種類別

区分を基礎とし、主として事業者向けビジネスを展開する「ソリューション事業」、同じく個人向けビジネスを

展開する「ポータル／ブログ事業」、投資・育成事業を展開する「インキュベーション事業」の３区分とするこ

とにより、事業の実態を反映した、より適切なセグメント情報を開示するために行ったものであります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、従来の事業区分によった場合の事業の種類別セグメント情報は、

次のとおりであります。
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 （単位：千円）

 
ソリュー
ション事業

ポータル／
ブログ事業

ファイナン
ス事業

インキュ
ベーション

事業
計

消去又は
全社

連結

売上高        

(1) 外部顧客に対する売

上高
6,374,893 2,096,780 842,098 128,540 9,442,312 725 9,443,038

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高
53,282 50,670 433 ― 104,386 (104,386) ―

計 6,428,176 2,147,450 842,531 128,540 9,546,698 (103,660) 9,443,038

営業利益又は

営業損失(△)
△95,454 711,333 126,493 △71,943 670,428 (228,693) 441,734

 

ｂ．所在地別セグメント情報

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　本邦の売上高の金額は、全セグメントの売上高の合計額に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメ

ント情報の記載を省略しております。

ｃ．海外売上高

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。
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「参考資料」

前四半期に係る財務諸表等

（１）（要約）四半期連結損益計算書

科目

前年同四半期
（平成20年６月期
第１四半期）

金額（千円）

Ⅰ　売上高 10,536,253

Ⅱ　売上原価 7,578,956

売上総利益 2,957,297

Ⅲ　販売費及び一般管理費 2,859,324

営業利益 97,973

Ⅳ　営業外収益 14,614

Ⅴ　営業外費用 74,862

経常利益 37,725

Ⅵ　特別利益 3,891

Ⅶ　特別損失 157

税金等調整前四半期純利益 41,460

法人税、住民税及び事業税 174,708

法人税等調整額 △67,472

少数株主利益 86,222

四半期純損失(△) △151,997
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